
講
演
翌
日
か
ら
６
月

日
ま
で

基
調
講
演
な
ど
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信

開催概要　ＡＳ研の青柳雄二所長が紹介

５月、日　ＮＴＴが筑波研究開発センタで開催

ＮＴＴ展示の各コーナー
多様な研究成果を紹介

つ
な
が
り
続
け
る
今
と
未
来
へ
　

変
革
に
挑
戦
す
る
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

つくばフォーラム

エ
ク
シ
オ
グ
ル
ー
プ

リファービッシュ品とＡＩで貢献
現場作業の安全と品質の向上へ

絶
縁
ト
ラ
ン
ス
介
し
た
導
通
確
認
可
能
に

新
型
の
ク
ロ
ッ
ク
線
導
通
試
験
器
を
開
発

日本コムシス

各 社 出 展 紹 介

〒150-0002　東京都渋谷区渋谷3丁目29番20号
TEL.03-5778-1111　https://www.exeo.co.jp

（５） 第３９２０号第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）５月１２日（金曜日）（週　刊）

　ＮＴＴは「つくばフォーラム」を、５月日と日に、茨城県つくば

市にある同社の筑波研究開発センタで開催する。初日のオープニングセレモ

ニーと基調講演は国際会議場で行う。今回のテーマは「つながり続ける今と

未来へ　変革に挑戦するアクセスネットワーク」とした。（一社）情報通信

エンジニアリング協会（ＩＴＥＡ）、通信電線線材協会、全国通信用機器材

工業協同組合（全通協）が共催し、ＮＴＴグループのＮＴＴドコモ、ＮＴＴ

東日本、ＮＴＴ西日本、ＮＴＴコミュニケーションズ、ＮＴＴインフラネッ

ト、ＮＴＴデータ、ＮＴＴアーバンソリューションズ、ＮＴＴセキュリティ

ホールディングスが後援する。同フォーラムは、ＮＴＴグループ社員、ＩＴ

ＥＡおよび通信電線線材協会の会員会社社員、全通協の組合員会社社員、フ

ォーラム出展会社社員、これら関係者の招待者を対象にしており、入場には

事前登録が必要である。

　
今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概
要
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
初
日
午
前

時

分
よ
り
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
川
添
副
社
長
に
よ
る
「
Ｉ
Ｏ
Ｗ

Ｎ
１
・
０
↓
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
２
・
０
、
そ

の
先
へ
」
と
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
猪

俣
常
務
取
締
役
に
よ
る
「
総
合
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
向
け
て
」
と
い
う

二
つ
の
基
調
講
演
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　
筑
波
研
究
開
発
セ
ン
タ
Ｅ
―
３
会

場
で
は
、
初
日
午
後
２
時
よ
り
技
術

交
流
サ
ロ
ン
１
「
無
線
技
術
の
進
化

が
可
能
に
す
る
人
間
の
感
覚
や
動
作

を
拡
張
す
る
世
界
」
を
行
い
ま
す
。

共
催
団
体
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
研
究
所
の
三
位
一
体
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
各
社
の
事
例
を
紹
介

し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
同
会
場
で
、
午
後
３
時

分

よ
り
、
当
研
究
所
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ア
ク
セ

サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
研
究
所

Ａ
Ｓ

研
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

に
よ
る
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
１
「
ア

ク
セ
ス
設
備
の
運
用
高
度
化
に
お
け

る
こ
れ
ま
で
と
将
来
の
展
望
」
の
講

演
を
行
い
ま
す
。

　
二
日
目
午
前

時

分
か
ら
は
筑

波
研
究
開
発
セ
ン
タ
Ｅ
―
３
会
場

で
、
当
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ー
ジ
ャ
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
２

「
光
通
信
の
低
遅
延
、
省
電
力
に
資

す
る
新
た
な
光
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム

技
術
」
、

時

分
か
ら
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
の
佐
々
木
部
門
長
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
３
「
ア
ク
セ
ス
系
業

務
を
礎
と
し
た
地
域
課
題
解
決
の

実
現
に
向
け
て
」
、
午
後
１
時
か
ら

は
、
当
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ー
ジ
ャ
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
４

「
大
容
量
伝
送
、
低
消
費
電
力
、
適

用
領
域
拡
大
を
加
速
す
る
ワ
イ
ヤ
レ

ス
技
術
の
展
開
」
の
各
講
演
を
行
い

ま
す
。

　
続
い
て
、
同
会
場
で
午
後
２
時
よ

り
技
術
交
流
サ
ロ
ン
２
「
つ
な
が
り

続
け
る
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
」を
開
き
、

各
社
事
例
を
紹
介
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
基
調
講
演
、
技
術

交
流
サ
ロ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
講
演
翌
日
か
ら
６
月


日
ま
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
を
行
い

ま
す
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
展
示
で
は
、
初
日
午
前

時
よ
り
二
日
目
午
後

３
時

分
ま
で
、
筑
波
研
究
開
発
セ
ン
タ
で
「
サ
ー
ビ
ス

の
高
度
化
・
多
様
化
を
支
え
る
技
術
」
「
運
用
を
抜
本
的

に
ス
マ
ー
ト
化
す
る
技
術
」
「
新
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
開
拓

す
る
技
術
」
の
各
テ
ー
マ
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
研
究
開

発
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
【
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
多
様
化
を
支

え
る
技
術
】
（
Ｒ
―
１
、
Ｒ
―
２
会
場
）

　
こ
こ
で
は
、
高
速
大
容
量
化
・
低
遅
延

化
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
の
拡
大
を
実
現
す
る
技

術
、
お
よ
び
ユ
ー
ザ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
に
柔

軟
に
合
わ
せ
る
・
多
様
な
デ
バ
イ
ス
を
収

容
す
る
技
術
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
主
な
展
示
項
目
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

　
▽
「
フ
ァ
イ
バ
と
ケ
ー
ブ
ル
の
同
時
最

適
で
光
の
特
性
を
自
在
に
制
御
」
＝
空
間

多
重
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
技
術
▽
「
光

を
は
り
ま
す
ど
こ
ま
で
も
　
路
面
も
使
っ

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
＝
電
柱
や
管
路
に
依
存
し
な

い
簡
易
布
設
光
ケ
ー
ブ
ル
技
術
▽
「
屋
外

地
下
で
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
」
＝

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
適
用
領
域
を
広
げ
る
光
給
電
Ｏ

Ｎ
Ｕ
技
術
▽
「
Ｎ
Ｗ
～
ア
プ
リ
の
一
括
制

御
に
よ
る
安
心
の
遠
隔
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
」

＝
Ｎ
Ｗ
コ
ン
ピ
ュ
ー
ト
高
速
ク
ロ
ー
ズ
ド

ル
ー
プ
制
御
技
術

　
▽
「
多
拠
点
で
も
遅
延
ス
ト
レ
ス
が
無

い
遠
隔
合
奏
・
応
援
・
操
作
を
実
現
」
＝

超
低
遅
延
の
分
散
型
映
像
分
割
表
示
処
理

技
術
▽
「
進
化
し
続
け
る
無
線
ア
ク
セ
ス

を
支
え
　
い
つ
で
も
快
適
な
通
信
環
境
を

提
供
」
＝
マ
ル
チ
無
線
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ

制
御
技
術
Ｃ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｏ
▽
「
Ｗ
ｅ
ｂ
３

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
ソ
ー
ス
を
個
人
間
共
用
　
社

会
全
体
の
消
費
電
力
を
削
減
」
＝
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
を
用
い
た
無
線
ア
ク
セ
ス
共

用
技
術

　
▽
「
あ
ら
ゆ
る
場
所
か
ら
賢
く
つ
な
ぎ

　
移
動
中
で
も
１
０
０
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
を
実

現
」
＝
１
０
０
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
実
現
に
向
け
た

高
周
波
数
帯
分
散
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
技
術
▽
「
地

上
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
通
信
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
」
＝
超
カ
バ
レ
ッ
ジ
拡
張
衛
星
通
信

技
術
▽
「
将
来
光
ア
ク
セ
ス
網
を
容
易
に

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
＝
多
段
ル
ー
プ
型

光
ア
ク
セ
ス
網
（
設
計
ア
シ
ス
ト
技
術
）

▽
「
飛
ば
な
い
電
波
を
送
受
信
で
　
干
渉

さ
せ
ず
に
光
フ
ァ
イ
バ
伝
送
」
＝
Ｔ
Ｄ
Ｄ

無
線
シ
ス
テ
ム
を
収
容
す
る
ア
ナ
ロ
グ
Ｒ

ｏ
Ｆ
技
術

　
【
運
用
を
抜
本
的
に
ス
マ
ー
ト
化
す
る

技
術
】
（
Ｒ
―
１
、
Ｒ
―
３
会
場
）

　
こ
こ
で
は
、
設
備
や
運
用
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
・
作
業
自
動
化
に
よ
っ
て
究
極
の

ス
マ
ー
ト
ア
ク
セ
ス
を
実
現
す
る
技
術
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
主
な
展
示
項
目
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

　
▽
「
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
心
線
切
替
を
実

現
」
＝
無
派
遣
で
心
線
切
替
可
能
な
遠
隔

光
路
切
替
ノ
ー
ド
▽
「
劣
化
を
見
つ
け
て

大
き
さ
計
測
　
Ａ
Ｉ
に
よ
る
点
検
業
務
の

代
行
」
＝
画
像
認
識
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
構

造
物
の
劣
化
自
動
判
定
技
術
▽
「
イ
ン
フ

ラ
の
被
災
を
予
測
し
て
減
災
　
つ
な
が
り

続
け
る
通
信
を
実
現
」
＝
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
被
災
予
測
技
術
▽
「
膨
大
な
ア
ラ
ー
ム

か
ら
故
障
箇
所
・
通
信
状
況
把
握
で
初
動

対
応
迅
速
化
」
＝
大
規
模
故
障
向
け
原
因

推
定
・
影
響
把
握
技
術
▽
「
材
料
・
工
法

を
見
直
し
　
現
場
施
工
の
新
た
な
姿
を
実

現
」
＝
電
柱
工
程
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
技
術

　【
新
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
開
拓
す
る
技
術
】

（
Ｒ
―
１
会
場
）

　
こ
こ
で
は
、
運
用
ノ
ウ
ハ
ウ
、
通
信
設

備
、
通
信
技
術
の
各
ア
セ
ッ
ト
を
活
用
し

た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
開
拓
に
向
け
た

技
術
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
主
な
展
示
項
目
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

　
▽
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
か
つ
高
精
度
な
振

動
測
定
で
環
境
情
報
を
取
得
」
＝
光
フ
ァ

イ
バ
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
▽
「
み
ん
な
の

工
夫
を
集
め
て
う
れ
し
い
働
き
方
・
新
ビ

ジ
ネ
ス
開
拓
」
＝
多
様
な
創
意
工
夫
を
結

集
さ
せ
る
協
働
型
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
▽

「
運
転
止
め
ず
に
点
検
」
＝
大
型
構
造
物

の
非
接
触
破
損
点
検
技
術

　【モデルネットワーク】
　Ｒ－５会場では、アクセスネットワーク
技術の全体像を、ＮＴＴビル内からお客様
宅までの実設備を用いたモデルでご紹介し
ます。また、Ｒ－４会場の方では「通信基
盤設備実物大モデル展示」を実施します。
　共催の情報通信エンジニアリング協会
は、品質の向上や効率化および大規模災害
時の迅速な設備復旧などと、安心・安全・
信頼される情報通信インフラ設備の実現に
向けた取り組み成果をご紹介します。
　通信電線線材協会は、「現場業務に直結
するもの」から「ＩＯＷＮを先取りする最
新製品」まで多くの展示をご紹介します。
全国通信用機器材工業協同組合は、所内の
電力系設備からお客様の宅内側で使用する
物品まで幅広い展示をご紹介します。
　さらにＮＴＴグループ各社は、デジタル
トランスフォーメーションの推進により社
会的課題の解決に貢献するための最新技術
をご紹介します。
　また、展示イベントとして、Ｒ－２、３
会場、Ｅ－１、２、３、４会場でデモンス
トレーションを行い、ご来場いただいた方
々を含め、皆さま方が種々の課題や解決策
を共有できる場をご提供します。

　【具体的な導入イメージ】
　作業前後の安全・品質確認作業を、デ
スク管理者の代わりにＡＩが対応するこ
とで、許可待ち・指示待ちの時間ロスを
軽減する。
　また、作業班へのシステム導入には端
末整備への膨大なコストが負担となる。

そこで、リファービッシュ品によるコス
トダウンを図り、現場の安全と品質の向
上を提供する。（上の図参照）
　なお、同社からは、今回紹介したリフ
ァービッシュ品を活用した提案品、ＶＥ
提案採用品および現在提案中の現場で役
立つ提案品点を紹介している。

　
◆
リ
フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
×
安
全
品
質
Ａ
Ｉ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン

　
世
界
的
な
半
導
体
不
足
に
よ
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
調

達
の
課
題
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
環
境
問
題
へ
の
意
識

の
高
ま
り
な
ど
か
ら
、
リ
フ
ァ

ー
ビ
ッ
シ
ュ
品
（
ス
マ
ホ
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
）
へ
の
ニ
ー
ズ

が
拡
大
し
て
い
る
。

　
エ
ク
シ
オ
グ
ル
ー
プ
（
Ａ
Ｒ

Ｃ
Ｏ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
）
の
提
供
す

る
リ
フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
品
と
、

安
全
・
品
質
Ａ
Ｉ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
り
、
現
場
作
業
の

「
安
全
」
「
品
質
」
向
上
に
貢

献
す
る
。

　
リ
フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
品
は
、

メ
ー
カ
ー
や
販
売
会
社
の
過
剰

在
庫
で
あ
る
新
古
品
や
流
通
市

場
に
あ
る
リ
ユ
ー
ス
品
の
Ｉ
Ｔ

機
器
を
整
備
し
、
新
品
に
準
じ

る
状
態
に
仕
上
げ
た
再
生
品
の

こ
と
で
あ
る
。

　
エ
ク
シ
オ
×
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
で
は
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル

な
調
達
力
」
「
確
か
な
品
質
」
「
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
と
し
て

の
技
術
力
」
の
３
つ
の
強
み
を
活
か
し
て
リ
フ
ァ
ー

ビ
ッ
シ
ュ
品
を
活
用
し
、
顧
客
の
課
題
解
決
、
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
型
ク
ロ
ッ
ク
線
導
通
試
験
器
の
外
観
。
上
か
ら
、
送
信
器
、

受
信
器
、
コ
ネ
ク
タ
Ｂ
Ｏ
Ｘ

　
◆
新
型
ク
ロ
ッ
ク
線
導
通
試
験
器

　
こ
の
製
品
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
通
信
設
備

に
お
い
て
ク
ロ
ッ
ク
線
を
導
通
す
る

試
験
器
で
あ
る
。

　
ク
ロ
ッ
ク
線
と
は
、
通
信
設
備
が

デ
ー
タ
を
送
受
信
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

の
ず
れ
を
修
正
し
、
同
期
を
取
る
た

め
の
交
流
信
号
（
ク
ロ
ッ
ク
信
号
）

を
受
信
す
る
回
線
の
こ
と
。

　
近
年
、
迷
走
電
流
に
よ
る
装
置
の

誤
作
動
防
止
や
落
雷
時
の
雷
サ
ー
ジ

電
圧
に
よ
る
装
置
破
壊
防
止
を
目
的

と
し
て
、
こ
の
ク
ロ
ッ
ク
線
の
中
間

に
直
流
信
号
を
透
過
さ
せ
な
い
絶
縁

ト
ラ
ン
ス
を
介
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
成
が
増
え
て
い
る
。
従
来
型
の
直

流
信
号
に
よ
る
導
通
試
験
器
で
は
、

絶
縁
ト
ラ
ン
ス
を
介
し
た
導
通
確
認

が
で
き
ず
、
区
間
を
分
割
し
て
実
施

す
る
と
い
う
非
効
率
さ
が
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
疑
似
ク
ロ
ッ
ク
信
号
を

発
信
す
る
送
信
器
と
複
数
の
信
号
パ

タ
ー
ン
を
検
知
す
る
受
信
器
で
構
成

す
る
こ
の
装
置
を
開
発
し
た
。
絶
縁

ト
ラ
ン
ス
を
介
し
た
構
成
で
も
、
エ

ン
ド
ツ
ー
エ
ン
ド
で
の
導
通
確
認
が

可
能
で
あ
る
。

　
そ
の
他
の
特
徴
と
し
て
、
信
号
の

瞬
断
を
検
知
す
る
機
能
や
、
芯
線
間

お
よ
び
芯
線
、
シ
ー
ル
ド
間
の
混
線

を
検
知
す
る
機
能
も
有
し
て
お
り
、

効
率
的
か
つ
高
精
度
な
導
通
試
験
が

行
え
る
。


